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1．観光の意義・現状
　
    我 が 国 は、本 格 的 な 人 口 減 少・少 子 高 齢 化 の 時 代 を 迎 え て い ま す。2047 年 に は、
日 本 の 総 人 口 が 1 億 人 に 減 少 し、2060 年 に は 生 産 年 齢 人 口 が、 今 の 半 分 近 く の
4 千 4 百 万 人 に 減 る と 予 想 さ れ て い ま す。 現 在、 定 住 人 口 1 人 当 た り の 年 間 消 費
額 は 約 125 万 円 と 言 わ れ て い ま す。 こ れ を 旅 行 者 の 消 費 に 換 算 す る と、 訪 日 外
国 人 1 人 1 回 当 た り の 消 費 額 は、17 万 円 強 （2015 年） で す の で、 外 国 人 を 8 人
日 本 に 呼 ん で く る と、 定 住 人 口 1 人 分 が カ バ ー で き る こ と に な り ま す。 一 方、 国
内 旅 行 者 （宿 泊） の 人 1 回 当 た り の 消 費 額 は 約 5 万 円 で す の で、25 人 で 定 住 人
口 1 人 の 消 費 額 に 見 合 い ま す。 つ ま り、定 住 人 口 が 減 っ た 分 を 交 流 人 口 で 補 っ て
い く こ と で 我 が 国 の 成 長 を 一 定 程 度 維 持 す る こ と が 可 能 と な る わ け で す。 　
　 ま た、 観 光 は、 裾 野 の 広 い 産 業 で あ り、 雇 用 や 企 業 の 創 出、 社 会 基 盤 の 開 発 を
通 じ て 社 会 経 済 の 発 展 を 牽 引 す る 重 要 な 役 割 を 果 た し ま す。2015 年 の 訪 日 外 国
人 旅 行 者 数 は 1,974 万 人 と な っ て い ま す。 そ の 訪 日 外 国 人 旅 行 者 の 日 本 滞 在 中 の
消 費 額 は、2015 年 は 約 3.5 兆 円 と な っ て い ま す。 こ の 約 3.5 兆 円 と い う 数 字 は、
我 が 国 の 製 品 別 輸 出 額 と 比 較 す る と、 自 動 車 部 品 に ほ ぼ 匹 敵 す る も の と な っ て お
り、 従 来 我 が 国 の 輸 出 産 業 と し て 非 常 に 競 争 力 が あ る と 言 わ れ て き た 分 野 と 肩 を
並 べ る ま で に な っ て き て い ま す。
2．インバウンド増加の背景とこれまでの政府の取組




げ ら れ ま す。 近 隣 の ア ジ ア 諸 国 を 中 心 に、 経 済 成 長 が 進 み、GDP が 増 加 し た こ と
に よ っ て、海 外 旅 行 の 需 要 が 拡 大 し、訪 日 者 数 も 増 加 し て い ま す。 一 方、為 替 レ ー
ト に つ い て は、 円 安 の 進 行 と と も に、 訪 日 外 国 人 旅 行 者 の 消 費 額 の 増 大 に 寄 与 し
て い ま す。 そ の 他、LCC な ど の 航 空 ネ ッ ト ワ ー ク の 拡 大、 ク ル ー ズ 船 の 寄 港 増 加
な ど、 比 較 的 安 価 な 交 通 手 段 の 普 及 も イ ン バ ウ ン ド 増 加 の 要 因 と し て 考 え ら れ ま
す。
　 政 府 で は、 小 泉 内 閣 時 代 の 2003 年 に 「 ビ ジ ッ ト ・ ジ ャ パ ン 事 業 」 を 開 始 し、
イ ン バ ウ ン ド 観 光 政 策 に 政 府 を 挙 げ て 力 を 入 れ は じ め ま し た。 特 に、 第 二 次 安 倍
内 閣 が 発 足 し て か ら、 タ イ、 マ レ ー シ ア、 ベ ト ナ ム、 フ ィ リ ピ ン な ど の ア ジ ア 諸
国 を 中 心 に、 ビ ザ 発 給 要 件 の 緩 和 を 戦 略 的 に 少 し ず つ 進 め て き ま し た。 ま た、 消
費 税 免 税 制 度 を 拡 充 し、2014 年 10 月 か ら 化 粧 品 や お 酒 な ど の 消 耗 品 に も 適 用 対
象 を 拡 げ ま し た。 更 に、在 外 公 館、政 府 観 光 局、国 際 交 流 基 金、自 治 体 国 際 化 協 会、
JETRO な ど、海 外 の 様 々 な 機 関 が 日 系 企 業 と 連 携 し、共 同 で 日 本 の 観 光 地、物 品、
製 品 の プ ロ モ ー シ ョ ン に 取 り 組 ん だ り、 出 入 国 手 続 き の 迅 速 化 ・ 円 滑 化 の た め、
CIQ 体 制 を 拡 充 し た り す る な ど、 様 々 な 改 革 に 取 り 組 ん で き ま し た。 こ う し た 政
策 的 努 力 も 最 近 の イ ン バ ウ ン ド 急 増 の 大 き な 要 因 と な っ て い ま す。
3．我が国が抱える課題と観光ビジョン
　 政 府 は、 観 光 を 我 が 国 の 基 幹 産 業 へ と 成 長 さ せ、「観 光 先 進 国」 を 目 指 す た め、
2016 年 3 月 に 「明 日 の 日 本 を 支 え る 観 光 ビ ジ ョ ン」 を 取 り ま と め ま し た。 我 が
国 は、 自 然 ・ 文 化 ・ 気 候 ・ 食 と い う 観 光 振 興 に 必 要 な 4 つ の 条 件 を 兼 ね 備 え た、
世 界 で も 数 少 な い 国 の 一 つ で す。 こ れ ら の 豊 富 な 観 光 資 源 を 真 に 開 花 さ せ れ ば、
世 界 中 の 旅 行 者 が 訪 れ た く な る 国 に で き る は ず で す。 ま た、 観 光 は、 老 若 男 女 を
問 わ ず、 一 億 総 活 躍 の 場 に す る こ と も 可 能 で す。 こ の た め、2020 年 に 訪 日 外 国
人 旅 行 者 数 を 4 千 万 人、 そ の 消 費 額 を 8 兆 円 に 拡 大 す る こ と な ど の 新 た な 数 値
目 標 を 設 定 し、 こ れ ら の 目 標 を 達 成 す る た め に、 次 の 三 つ の 視 点 に 立 ち、 従 来 取
り 組 ま れ て こ な か っ た 思 い 切 っ た 施 策 を 講 じ て い く こ と と し た の が、 こ の 観 光 ビ
ジ ョ ン で す。
　 一 つ 目 は、 観 光 資 源 の 磨 き 上 げ と い う 視 点 で す。 我 が 国 に は、 そ れ ぞ れ の 地 域
に 豊 富 で 多 様 な 観 光 資 源 が あ り ま す。 そ れ ら に つ い て 旅 行 者 の 目 線 で 見 つ め 直 し
磨 き 上 げ、 そ の 価 値 を 日 本 人 に も 外 国 人 に も 分 か り や す く 伝 え て い く こ と が 必 要
で す。
　 二 つ 目 は、 観 光 産 業 を 革 新 し、 国 際 競 争 力 を 高 め て、 我 が 国 の 基 幹 産 業 に し て
い く 視 点 で す。 そ の た め に は、 古 い 規 制 や 制 度 の 見 直 し や、 観 光 経 営 を 担 う 人 材
の 育 成、 さ ら に は、 欧 米 豪 や 富 裕 層 な ど を タ ー ゲ ッ ト に し た プ ロ モ ー シ ョ ン や 戦
略 的 ビ ザ 緩 和 な ど の 実 施 に よ り、 新 し い 市 場 を 開 拓 し、 長 期 滞 在 と 消 費 拡 大 を 同
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時 に 実 現 さ せ て い く こ と な ど が 必 要 で す。
　 三 つ 目 は、 全 て の 旅 行 者 が ス ト レ ス な く 快 適 に 観 光 を 満 喫 で き る 環 境 と い う 視
点 で す。 訪 日 外 国 人 旅 行 者 の 言 語 の 壁 を 取 り 除 く た め の 多 言 語 対 応、Wi-Fi な ど
の 通 信 環 境 や カ ー ド 決 済 な ど の キ ャ ッ シ ュ レ ス 環 境 の 整 備、 ま た、 バ リ ア フ リ ー
や ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 含 め、 全 て の 旅 行 者 が ス ト レ ス な く 快 適 に 観 光 で き る
環 境 を 整 え て い く こ と な ど が 必 要 で す。
　 全 国 津 々 浦 々 で 外 国 人 を も て な し、 日 常 的 に 異 文 化 交 流 が 行 わ れ る、 そ う い う
国 が 真 の 「観 光 先 進 国」 で す。 そ の 実 現 に 向 け、 観 光 ビ ジ ョ ン の 施 策 を 着 実 に 具
体 化 し て い く こ と が 求 め ら れ て い ま す。
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